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遠志中の一酸化窒素産生抑制成分に関する研究
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【目的】遠志 (polygalatenulfoliaの根)は,安神薬 ･去疾薬として用いられる他,
乳腺炎や腫れ物に対する使い方から,遠志には抗炎症作用が期待された.そこで,

炎症のメディェ一夕である一酸化窒素 (NO)の産生抑制作用を指標として,遠志

の抗炎症成分の解明を行うことにした.

【方法】遠志のメタノール抽出エキスを酢酸エチル可溶部,n-ブタノール可溶部,

水可溶部に分画した.このうち,まず酢酸エチル可溶部の分画精製を進めた.

NO産生抑制活性は,Wistar系ラットから調製した初代培養肝細胞に遠志成分と炎

症性サイ トカインのⅠLlβを添加し,8時間培養後のNO産生量をGriess法で測定
した.細胞障害性確認のため培地中に放出された乳酸脱水素酵素(LDH)活性を測

定した.

【結果】酢酸エチル可溶部から,キサントン成分として,1,7-dimethoxy-2,3-

methylenedioxyxanthone,1,2,3,7-tetramethoxyxanthone,6,8-dihydroxy-1,2,4-
trimethoxyxanthone他を分離した.このうち,1,7-dimethoxy-2,3-methylenedioxy-
XanthoneにNO産生抑制作用が認められ,遠志の抗炎症活性に対するキサントン成

分の関与が示唆された.他の成分についても,現在研究中である.
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